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1.　はじめに　ー 問題の所在 ー










2011 年 9 月 30 日現在、釜石市の被害状況は死者
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子化 2）、貧困 3）、環境問題などに直面している。
高齢化社会も喫緊の課題のひとつとして浮上して
いる。2015 年 7 月 30 日厚生労働省が発表した「平
均寿命の年次推移」によると、2014 年の日本人
女性の平均寿命は 86.83 歳、男性のそれは 80.50
歳であった 4）。前年と比較すると、女性は 0.22 歳、
男性は 0.29 歳延びた。太平洋戦争終結後間もな





6 月 24 日「2025 年に向けた介護人材にかかる需
要推計（確定値）」を公表した 5）。それによると、
団塊の世代（1947～49 年に生まれた人びと）が
すべて 75 歳以上（高齢期）になる 2025 年度の介
護人材の需要見込みは 253 万人であるが、供給見

















































第 2 段階：自治体は CDI が深刻な地球的問題群
に関心を示すべきだと認識します。





















































































月に発刊された『仙台 Riverside 姉妹都市交流 50
周年記念』に、その経緯が記されているので一部
を引用する。
　1951 年 5 月、大学婦人協会仙台支部の支
部長…とその会員たちは入院中の負傷した国
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なった。人口は 1999 年 5 月に 100 万人に達し、
それ以降も順調な伸びを見せており、2015 年 6





設業（4,122）となっている（2012 年 2 月 1 日現
在）。観光が主産業のひとつであり、2013 年の統
計によると、SENDAI 光のページェントの観光
客数は 2,820,000 人、仙台七夕まつり / 前夜祭が
2,063,000人、仙台・青葉まつりが960,000人である。
































（2000 年国勢調査）から 49.0％（2010 年国勢
調査）に増大している。一方、白人（White）
の割合は 45.6％から 34.0% に激減している。
職種は割合が多い順に並べると、教育・医療
（Education-Health） が 27.0%、 専 門 職・ 経 営
幹 部（Professional-Management） が 13 ％、 小



















































例えば、リバーサイド市の消防士は 3 月 31 日、
4 月 1 日、4 月 3 日の 3 日間、“Fill the Boot for 
SENDAI, JAPAN”というキャンペーンを展開
し、長靴をもって募金活動を行った。5 月 5 日に
は市長を代表とする訪問団が仙台市を訪れ、市民





不明 180 人、住家全壊 6,930 戸・住家半壊 2,790
戸・住家一部損壊 1,781 戸、21 カ所の避難所に





































1 日の所定労働時間は 7 時間 53 分、有給休暇付
与日数は 14.5 日、有給休暇取得日数は 6.6 日、有
給休暇取得率は 45.4％である。これに対して、労
働者 1 人平均の 1 日の所定労働時間は 7 時間 44
分、有給休暇付与日数は 18.5 日、有給休暇取得





































職種 平均年齢（歳） 平均月給（万円） 勤続年数（年）
介護職員 ホームヘルパー 44.7 22.07 5.6
福祉施設介護員 39.5 21.97 5.7
（特別養護老人ホーム等）
ケアマネージャー 46.9 26.29 8.0
看護師 38.9 32.90 7.7








　1995 年 1 月に発生した阪神・淡路大震災に
137.7 万人のボランティアが駆けつけ、日本にお
けるボランティア元年と言われる。2015 年 1 月
16 日付の「朝日新聞」は、その後に起きた災害
に集まったボランティアの数をまとめているの
で、主なものを記す。1995 年 1 月ナホトカ号重
油流失事故 27.5 万人、2004 年 10 月新潟県中越地


















































































　それから 4 年後の仙台市の 3 つの施設における
ボランティア活動を見てみよう（表 2）。
　2011 年というと、仙台市の介護施設でも先進
表 2　特別養護老人ホームにおけるボランティア活動　　　　　　　  （2011 年度実績）
施設名 慰問型団体 寄添い型 合計延べ人数
（特別養護老人ホーム） ボランティア ボランティア
白東苑 112 名 35 名 726 名
（2011 年 4 月～ 2012 年 2 月）
（定員　長期 50 名　短期 20 名）
パルシア 134 名 3 名 650 名
（定員　長期 50 名　短期 20 名）
萩の風 38 名 2 名 78 名
（定員　長期 40 名　短期 10 名）






2 13 ・Villa Health Care Center （Riverside）を視察
2 14 ・Palm Terrace Care Center （Riverside）を視察


















































































　そして 2016 年 3 月末現在、寄り添いボランティ
ア活動は着実な歩みを続けている。ボランティア






























用している。Bowling Alone: The Collapse and 






















































２）合計特殊出生率は 1975 年に 2.0 を下回ってから低下
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10 年間と、東日本大震災後の 5 年間の交流だけを記載する。）
年 月 内容
1951 5 月母の日 大学婦人協会仙台支部有志から入院中の米兵にカーネーションの花束持参の
お見舞い
1953 アン・リンゼイ Riverside 奨学制度副委員長が奨学金授与式に出席（リバー
サイド奨学金開始）
1957 3 月 9 日 姉妹都市提携
5 月 Riverside 市商工会議所役員アチソン夫妻が親善使節として仙台を公式訪問
1958 6 月 アン・リンゼイ Riverside 奨学制度副委員長が奨学金授与式に出席
1959 4 月 Riverside 市からゴアならびにショウの両夫妻が来仙
8 月 黒川利雄東北大学学長が大学視察の際、Riverside 市を訪問、多くの市民と
交歓











8 月 Riverside 市がリーダース・ダイジェスト財団姉妹都市活動賞を受賞
9 月 早坂忠仙台市議会議長が親善訪問
1962 10 月 仙台市で第一回 Riverside 祭を開催、ローゼンクランス及びバートルソン両
夫妻を含め 9 名が出席、写真展示を含め多彩な行事を行う
1963 11 月 デールズ Riverside 市長夫妻が来仙、第二回 Riverside 祭
1964 3 月 井ヶ田徳治氏を含む仙台青年会議所視察団 12 名が Riverside 市を訪問
4 月 和泉晴子他 2 名が紋章研究展を Riverside 市の援助で開催
5 月 4 日～ 8 日 島野仙台市長が米国国務省の招待により同国視察の際、Riverside 市を親善
訪問
8 月 姉妹都市活動により、Riverside 市がリーダース・ダイジェスト賞を受賞
12 月 第三回リバーサイド祭を開催、島野市長が渡米報告
1965 1 月 河北新報社とプレス・エンタープライズ社の第 2 回記者交換計画のリングワ
ルド記者が来仙
1966 9 月 5 日～ 8 日 小岩助役が米国姉妹都市訪問使節団に参加し渡米、Riverside 市を親善訪問
－ 14 －
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年 月 内容
10 月 第 5 回リバーサイド祭に盲人クラブから宮城県立盲学校に贈られた点字タイ
プライター、日米国旗などを展示
2011 3 月 11 日 東日本大震災発生
4 月初旬～中旬 プレス・エンタープライズ社の記者とカメラマンが、大震災取材のため来仙
5 月 5 日 リバーサイド市訪問団（ロバリッジ市長、ラリット市長室員、元市議会議員、
ノース高校副校長、仙台委員会共同委員長 2 名）が、仙台市役所を訪れ、東
日本大震災の見舞金としてリバーサイド市民から募った 50 万ドル（約 4,000
万円）を仙台市に贈る
5 月 6 日 仙台国際センターでリバーサイド市訪問団との交流会。62 名参加
9 月 14 日 リバーサイド市民訪問団（8 名）が仙台市役所を訪れ、東日本大震災の見舞
金としてリバーサイド市民から募った 80,666 ドル（約 621 万円）を仙台市に
贈る
9 月 17 日 仙台国際センターでリバーサイド市民訪問団との交流会。39 名参加
9 月 23 日 仙台国際センターで「せんだい地球フェスタ 2011」。リバーサイド市との交
流を紹介
9 月 30 日～
10 月 1 日 リバーサイド市で開催された姉妹都市連合 2011 パン・パシフィック会議へ、
伊藤仙台市副市長とオレンジクラブ有志等が参加。加藤新一氏がロバリッジ
市長から感謝状を贈られる
12 月 20 日 UCR（University of California, Riverside）学生 11 名、仙台市東六郷小学校
訪問し児童と交流
2012 2 月 12 日～ 18 日 仙台敬老奉仕会がアメリカの介護施設と介護ボランティアの状況を視察調査
するため、リバーサイド市とロサンゼルス市を訪問
5 月 13 日 ハーフマラソン選手団 3 名来仙。国際姉妹都市等交流会
6 月 16 日～ 24 日 UCR 学生 11 名が東北大学で研修のため来仙。ホームステイ
7 月 29 日 仙台国際センターで「せんだい地球フェスタ 2012」。リバーサイド市との交
流を紹介
11 月 13 日～ 17 日 日米介護フォーラム（仙台敬老奉仕会主催）。リバーサイド市等から介護施
設関係者が来仙。講演会・パネルディスカッション・歓迎会等実施
12 月 15 日～ 23 日 UCR 学生 10 名が東北大学で研修のため来仙。ホームステイ。歓迎会　　　
2013 3 月 7 日～ 12 日 メイディ・モーハウス氏がブロンズ像 3 体を仙台敬老奉仕会に贈呈。国際セ
ンターで贈呈式。ホームステイ。東日本大震災追悼式に参列
5 月 12 日 ハーフマラソン選手団 3 名他来仙。国際姉妹都市等交流会
6 月 1 日 KAKEHASHI-Project Riverside Community College District の学生 25 人が
来仙。仙台市の青少年と交流





9 月 15 日 仙台国際センターで「せんだい地球フェスタ 2013」。リバーサイド市との交
流を紹介
12 月 12 日 IRC 創立 50 周年記念式典。オレンジクラブ会長鈴木健治氏が IRC から感謝
状を贈られる
2014 3 月 1 日 リバーサイド国際交流仙台委員会メンバーとオレンジクラブメンバー等がス
カイプチャットで交流会
5 月 11 日 ハーフマラソン選手団 3 名他来仙。ホームステイ。国際姉妹都市等交流会。
六郷中学校訪問
6 月 2 日～ 7 日 加藤新一・山崎卓男・勝亦薫・松戸敏男の 4 氏、リバーサイド市訪問。奥山
市長からベイリー市長へのメッセージ伝達。ホームステイ。日本庭園「結心
庭」清掃ほかリバーサイド市民との交流
8 月 3 日 仙台国際センターで「せんだい地球フェスタ 2014」。リバーサイド市との交
流を紹介
10 月 11 日 リバーサイド国際交流仙台委員会メンバーとオレンジクラブメンバー等がス
カイプチャットで交流会
10 月 23 日～ 26 日 ウィリアム・ターパイ夫妻来仙。仙台国際交流協会及び国連防災世界会議準
備室訪問。ホームステイ。歓迎会
10 月 30 日 RCC のマイク・ヘーリー氏来仙。東北学院大学訪問
2015 3 月 14 日～ 18 日 ウィリアム・ターパイ氏が第 3 回国連防災世界会議参加のため来仙。ホーム
ステイ
3 月 21 日  リバーサイド国際交流委員会メンバーとオレンジクラブメンバー等がスカ
イプチャットで交流会
5 月 10 日 ハーフマラソン選手団 3 名他来仙。国際姉妹都市等交流会
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A Problem-Solving Type of a Sister-City Relationship:
A Case Study of Sendai City
Tomoko Sato, Kaoru Yoshinaga
Abstract  Sendai’s first connection with Riverside, California, commenced in 1951 when 
some members of the Japan Association of University Women visited wounded 
American soldiers at a hospital, one of whom was from Riverside.  Continued contact 
led to establishing a sister-city relationship in 1957, and the two municipalities have 
developed a good relationship by respectively sending mayors, students, and residents 
from all walks of life.  This might be termed a traditional type of a relationship.
  This paper deals with a new type, or a problem-solving type of a sister-city 
relationship. A shortage of workers at nursing homes for the elderly has been 
critically serious not only in Sendai but also in other cities of Japan.  Due to being 
burned-out by harsh working environments and stressful relations with clients and co-
workers, a considerable number of care workers resign resulting in a high turnover 
rate.  A constant insufficiency of workers desperately requires volunteers to make a 
regular visit to the institution.  This practice, however, is not so common in Japan.  To 
find some clues to solving this grave problem, a contingent of Sendai citizens visited 
nursing homes in Riverside.  They investigated how the volunteers were working 
there.  They also invited directors of the nursing homes in Riverside to expose their 
people to lectures and seminars on volunteer work at the Riverside institutions.  Since 
then, a small number of institutions have steadily started hiring volunteers as an 
efficient form of help.  This practice might be the dawn of another type of sister-city 
relationship as well as enhancement of volunteer work at nursing homes.
Key words  Sendai city, Riverside city, problem-solving type of a sister-city relationship, nursing 
home, volunteer work
